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※指標の数値は次年度実施の区政世論調査結果をそれぞれ活用している。

３　施策の評価と課題

４　今後の方向性

施策の目的達成に
向けての課題

○仕事や子育て等に追われ、日常的に運動やスポーツができない子育て・働き盛り世代がスポーツに
興味・関心を持ち、気軽に取り組めるよう、スポーツ活動に参加できる環境を整える必要がある。
○施設利用者数が人口増加等により年々増加している中、都心に位置し、都市機能が集中する本区
ではスポーツ施設が必ずしも充足しているとは言えず、スポーツ活動の場の充実が求められている。
○より多くの区民にスポーツ活動に参加してもらうために、スポーツに関する施設や団体、教室などの
知りたい情報を容易に入手でき、区民ニーズにあった必要な情報が分かりやすい形で提供できる環境
づくりが必要である。
○障害のある方もない方も気軽に参加し、スポーツを楽しみ、親しむことができる障害者スポーツの場
の拡充や指導者の育成が必要である。また、子どもから高齢者まで楽しめる障害者スポーツを知り、理
解する人を増やすとともに、ニーズを踏まえたスポーツ活動の推進を図る必要がある。
○人口増加が著しく、新しく住民になった方が多い本区では、人や地域のつながりを強めていく必要が
あることから、スポーツを通じた交流の機会を創出する地域スポーツクラブの育成や設立支援を行うとと
もに、地域に根差したスポーツ指導者の育成や資質向上のほか、イベントや大会の運営を支援するボ
ランティアの育成に努める必要がある。

○子育て・働き盛り世代のスポーツ実施率の向上を図るため、子どもと一緒に参加できる教室やイベントを充実し、それをきっか
けとして、親子で一緒に運動やスポーツを継続して楽しめる環境の整備に取り組むとともに、日常生活の中で仕事や家事の合
間に行える健康・体力づくりの取組等の普及啓発を図っていく。
○既存スポーツ施設の改築等の機会を捉え、より効率的な管理運営方法の工夫・見直し等を検討するとともに、学校開放の充
実をはじめ、公園・広場・遊歩道等限られたスペースと施設の有効活用を図りながら、区民にとって身近な場所でスポーツをす
ることができる場の確保・整備を図っていく。
○より多くの区民が主体的にスポーツに参加しやすくなるよう、区民ニーズを把握し、ニーズに合った取組を進めるとともに、ス
ポーツ関係団体等と協力し、スポーツに関する情報を集約・整理し、さまざまな世代やライフスタイル、目的に応じて、必要な情
報が効果的に届くような仕組みづくりの検討を進めていく。
○スポーツ推進委員協議会との連携のもと、子どもから高齢者まで、障害の有無にかかわらず誰もが日常的にスポーツを楽し
むことができるよう、安全管理や利便性の向上に配慮したスポーツ施設の整備や、気軽に参加できる場の提供等の環境づくりを
行っていくとともに、障害者団体等に指導者を派遣できる体制の構築を目指していく。また、認知度を高めるため障害者スポー
ツを「みる」機会の充実を図るなど普及啓発活動を推進していく。
○誰もが気軽に参加でき、地域が主体的に運営する地域スポーツクラブについて、他団体との役割分担に配慮しながら、既設
クラブに対する活動支援を継続するとともに、未設置の地域の実態を踏まえたクラブ設立の検討を行っていく。また、各種スポー
ツ団体の連携促進・活動支援や、「ささえる」人材の育成に努め、地域スポーツを推進し、スポーツの裾野の拡大を図っていく。

客観的事実・データ
に基づいた施策の

現状等

平成27年10月に実施した「中央区スポーツ推進計画策定に向けての実態調査」で週１回以
上スポーツを行う成人の割合は52.5％、週３回以上スポーツを行う成人の割合は20.9％だっ
た。

施策の
達成状況

判断
結果

順調 概ね順調 順調とはいえない

理由等
（評価）

○豊海テニス場夜間開放や豊海小学校校庭開放、江戸川河川敷サッカー場の貸し出しにより、区民がス
ポーツ活動を行える場の充実を図ることができた。
○地域スポーツクラブ大江戸月島と区との協働事業として、親子で一緒に参加する体験会や教室を開催し
たことで、スポーツ実施率が低い子育て世代がスポーツを楽しむきっかけづくりを行うことができた。
○「区民スポーツの日」は「体育の日」の恒例行事として定着した事業となっており、大勢の区民が参加し、ス
ポーツレクリエーション活動に対する参加意欲の高揚と生涯スポーツの推進を図ることができた。
○障害のある方を対象とした「障害者スポーツ体験会」を実施し、障害のある方が気軽にスポーツを楽しみ、
親しむきっかけづくりの場を提供することができた。
○「子どもの得意スポーツ発見事業」を実施し、運動の基礎を培う時期の児童を対象に、身体や体力づくり等
のさまざまな体験を通して、運動の得意・不得意にかかわらず、自らの可能性を発見することで、スポーツ実
施層の裾野を広げスポーツに親しむきっかけを提供することができた。
○アスリートによるスポーツイベントを開催し、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会開催の気運醸成
を図るとともに、子どもを含めた30代・40代のファミリー層の区民がスポーツに親しむきっかけづくりを行うこと
ができた。
○中央区スポーツ推進ビジョンを策定し、本区のスポーツ推進の方向性を示すことができた。
○区政世論調査結果では、週１回以上または週３回以上スポーツを行う成人の割合は、いずれも前年を上
回ったものの、目標値に対しては下回っている状況である。

週１日以上
     65.0％
週３日以上
     30.0％

指
標
等

施策の達成状況の目標
となる指標

内容（説明）
指標の推移

23年度
（現状値） 26年度 27年度 28年度

29年度
（目標値）

区民の日常的なスポーツ習

慣
※

週１日または週３日以
上スポーツ・運動をし
ている区民の割合

週１日以上
     42.1％
週３日以上
     16.9％

週１日以上
     46.8％
週３日以上
     16.7％

週１日以上
     42.2％
週３日以上
     16.9％

週１日以上
     46.0％
週３日以上
     17.4％

１　施策の目的等 （ＮＯ．１）

２　施策の状況

新規

上
記
以
外
の
取
組

取組名 平成２８年度における事業の実施状況と成果

スポーツができる場の提供

豊海テニス場の移設整備に伴い、平成28年９月から新たに夜間開放を行い、利用時
間を拡大した。（利用面数5,579面）また、豊海小学校の改築に伴い、新校舎において
は体育館に加え、同年10月から新たに校庭をスポーツ開放した。（校庭利用団体数52
団体）さらに、平成26年度をもって廃止した晴海運動場の代替施設として、平成27年度
に確保した野球場２面に加え、平成28年４月から新たにサッカー場を確保した。（サッ
カー場利用面数102面）

区民が参加しやすいスポーツ
事業の実施

第28回「区民スポーツの日」としてマラソン大会およびスポーツイベント等を開催し、
13,000人の参加者があった。また、総合スポーツセンターでは、毎年５月３日に誰でも
参加できるスポーツイベント「ファミリースポーツデー」を実施し、さまざまなスポ－ツを体
験できる場を提供している。（参加者数1,051人）

障害者スポーツの推進

中央区スポーツ推進委員協議会等の協力のもと、障害のある方が気軽にスポーツに参
加し、楽しみ、親しむきっかけづくりの場として、７月と11月の年２回「障害者スポーツ体
験会」を実施し、障害のある方のスポーツ参加を促進した。（参加者数延べ97人）また、
「区民スポーツの日」において、車いすバスケットボール体験コーナーを設置し、障害
者スポーツの普及・啓発を図った。

子どもの得意スポーツ発見事
業の実施

運動に関する基礎を培う時期の児童を対象に、身体や体力づくり等のさまざまな体験
を通して自らの可能性を発見することで、得意・不得意にかかわらずスポーツに親しむ
きっかけづくりとなる教室を実施した。(参加者数39人)また、親子を対象とした子どもの
からだと心に関する講演会等を年４回実施し、延べ94人の参加があった。

中央区スポーツ推進ビジョンの
策定

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会開催を契機としたスポーツへの気運の高
まりや、スポーツ基本法の理念と国や東京都のスポーツ振興に関する方針を踏まえ、ス
ポーツの概念を健康づくりやレクリエーション等も含めて広く捉え直すとともに、これま
でのスポーツ推進の取組をさらに充実・発展させていくため、本区のスポーツ推進の方
向性を示す「中央区スポーツ推進ビジョン」を策定した。

アスリートによるスポーツイベン
トの実施

バレーボールオリンピアンや世界大会出場経験選手によるスポーツ指導や親善試合を
行う、宝くじスポーツフェア「はつらつママさんバレーボール　in　中央区」を一般財団法
人自治総合センターとの共催により実施した。（指導者クリニック参加者数54人、教室
参加者数166人、親善試合来場者数750人）

計
画
事
業
の
状
況

計画事業名 事業計画（平成２５～２９年度） 平成２８年度における事業の実施状況と成果

地域スポーツクラブの設立
および活動支援

・設立支援                    １地区
・活動支援

親子を対象としたスポーツ体験会等を地域スポー
ツクラブ大江戸月島と区の協働で実施し、183組
366人の参加を得た。また、当クラブの活動に対
し、会場確保の支援や広報の協力を行ったこと
で、クラブの安定運営に寄与することができた。

施策評価シート

施策名 生涯スポーツの推進 施策Ｎo 部課名 区民部スポーツ課

関連部課名 ―
基本計画
（施策分野） 生涯学習・スポーツ

目的
　スポーツを楽しむ機会や場が充実し、子どもから高齢者まで、区民の誰もが日常的にスポーツを楽しむ
ことにより、生涯を通じていきいきとした生活を送ることができている。
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※指標の数値は次年度実施の区政世論調査結果をそれぞれ活用している。

３　施策の評価と課題

４　今後の方向性

施策の目的達成に
向けての課題

○仕事や子育て等に追われ、日常的に運動やスポーツができない子育て・働き盛り世代がスポーツに
興味・関心を持ち、気軽に取り組めるよう、スポーツ活動に参加できる環境を整える必要がある。
○施設利用者数が人口増加等により年々増加している中、都心に位置し、都市機能が集中する本区
ではスポーツ施設が必ずしも充足しているとは言えず、スポーツ活動の場の充実が求められている。
○より多くの区民にスポーツ活動に参加してもらうために、スポーツに関する施設や団体、教室などの
知りたい情報を容易に入手でき、区民ニーズにあった必要な情報が分かりやすい形で提供できる環境
づくりが必要である。
○障害のある方もない方も気軽に参加し、スポーツを楽しみ、親しむことができる障害者スポーツの場
の拡充や指導者の育成が必要である。また、子どもから高齢者まで楽しめる障害者スポーツを知り、理
解する人を増やすとともに、ニーズを踏まえたスポーツ活動の推進を図る必要がある。
○人口増加が著しく、新しく住民になった方が多い本区では、人や地域のつながりを強めていく必要が
あることから、スポーツを通じた交流の機会を創出する地域スポーツクラブの育成や設立支援を行うとと
もに、地域に根差したスポーツ指導者の育成や資質向上のほか、イベントや大会の運営を支援するボ
ランティアの育成に努める必要がある。

○子育て・働き盛り世代のスポーツ実施率の向上を図るため、子どもと一緒に参加できる教室やイベントを充実し、それをきっか
けとして、親子で一緒に運動やスポーツを継続して楽しめる環境の整備に取り組むとともに、日常生活の中で仕事や家事の合
間に行える健康・体力づくりの取組等の普及啓発を図っていく。
○既存スポーツ施設の改築等の機会を捉え、より効率的な管理運営方法の工夫・見直し等を検討するとともに、学校開放の充
実をはじめ、公園・広場・遊歩道等限られたスペースと施設の有効活用を図りながら、区民にとって身近な場所でスポーツをす
ることができる場の確保・整備を図っていく。
○より多くの区民が主体的にスポーツに参加しやすくなるよう、区民ニーズを把握し、ニーズに合った取組を進めるとともに、ス
ポーツ関係団体等と協力し、スポーツに関する情報を集約・整理し、さまざまな世代やライフスタイル、目的に応じて、必要な情
報が効果的に届くような仕組みづくりの検討を進めていく。
○スポーツ推進委員協議会との連携のもと、子どもから高齢者まで、障害の有無にかかわらず誰もが日常的にスポーツを楽し
むことができるよう、安全管理や利便性の向上に配慮したスポーツ施設の整備や、気軽に参加できる場の提供等の環境づくりを
行っていくとともに、障害者団体等に指導者を派遣できる体制の構築を目指していく。また、認知度を高めるため障害者スポー
ツを「みる」機会の充実を図るなど普及啓発活動を推進していく。
○誰もが気軽に参加でき、地域が主体的に運営する地域スポーツクラブについて、他団体との役割分担に配慮しながら、既設
クラブに対する活動支援を継続するとともに、未設置の地域の実態を踏まえたクラブ設立の検討を行っていく。また、各種スポー
ツ団体の連携促進・活動支援や、「ささえる」人材の育成に努め、地域スポーツを推進し、スポーツの裾野の拡大を図っていく。

客観的事実・データ
に基づいた施策の

現状等

平成27年10月に実施した「中央区スポーツ推進計画策定に向けての実態調査」で週１回以
上スポーツを行う成人の割合は52.5％、週３回以上スポーツを行う成人の割合は20.9％だっ
た。

施策の
達成状況

判断
結果

順調 概ね順調 順調とはいえない

理由等
（評価）

○豊海テニス場夜間開放や豊海小学校校庭開放、江戸川河川敷サッカー場の貸し出しにより、区民がス
ポーツ活動を行える場の充実を図ることができた。
○地域スポーツクラブ大江戸月島と区との協働事業として、親子で一緒に参加する体験会や教室を開催し
たことで、スポーツ実施率が低い子育て世代がスポーツを楽しむきっかけづくりを行うことができた。
○「区民スポーツの日」は「体育の日」の恒例行事として定着した事業となっており、大勢の区民が参加し、ス
ポーツレクリエーション活動に対する参加意欲の高揚と生涯スポーツの推進を図ることができた。
○障害のある方を対象とした「障害者スポーツ体験会」を実施し、障害のある方が気軽にスポーツを楽しみ、
親しむきっかけづくりの場を提供することができた。
○「子どもの得意スポーツ発見事業」を実施し、運動の基礎を培う時期の児童を対象に、身体や体力づくり等
のさまざまな体験を通して、運動の得意・不得意にかかわらず、自らの可能性を発見することで、スポーツ実
施層の裾野を広げスポーツに親しむきっかけを提供することができた。
○アスリートによるスポーツイベントを開催し、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会開催の気運醸成
を図るとともに、子どもを含めた30代・40代のファミリー層の区民がスポーツに親しむきっかけづくりを行うこと
ができた。
○中央区スポーツ推進ビジョンを策定し、本区のスポーツ推進の方向性を示すことができた。
○区政世論調査結果では、週１回以上または週３回以上スポーツを行う成人の割合は、いずれも前年を上
回ったものの、目標値に対しては下回っている状況である。

週１日以上
     65.0％
週３日以上
     30.0％

指
標
等

施策の達成状況の目標
となる指標

内容（説明）
指標の推移

23年度
（現状値） 26年度 27年度 28年度

29年度
（目標値）

区民の日常的なスポーツ習

慣
※

週１日または週３日以
上スポーツ・運動をし
ている区民の割合

週１日以上
     42.1％
週３日以上
     16.9％

週１日以上
     46.8％
週３日以上
     16.7％

週１日以上
     42.2％
週３日以上
     16.9％

週１日以上
     46.0％
週３日以上
     17.4％
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